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序．業務の目的など 

１．業務の目的 

ＤＭＶの普及促進のため、先進的に導入の検討を行っている地域において実証的に

運行し、行政や交通事業者等の実施体制構築、運行実績、利用者ニーズ等に係る課題

点等を分析し、さらに、その結果の分析をもとに、地域への普及促進のあり方につい

て検討・整理することを目的とする。 

 

 

２．実施フロー 

本業務は、実証運行の計画から実施、結果の分析に至るまで、以下のフローにより

実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DMV 実証運行実施計画策定 

（運行ルート、施設計画、実施体制等） 

実証運行準備 

（施設整備・関係者調整等） 

実証運行実施 

導入効果分析内容の検討 

（アンケート） 

実証運行結果の分析 

現地踏査、地域特性の把握 

報告書の作成 
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Ⅰ．ＤＭＶ実証運行の実施 

１．実証運行実施地域の選定 

本調査におけるＤＭＶ実証運行にあたっては、岐阜県の明知鉄道とその沿線地域（恵

那市）を対象に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に、実証運行地域として選定した理由を示す。 

① 鉄道利用の減少による存続問題 

明知鉄道は名古屋から約 50km に位置し、恵那－明知間（25.1km）を結ぶ第三セク

ター鉄道である。 

恵那駅でＪＲ中央本線と結節しているものの輸送密度は 600 人/日強、近年では年

間 5 千万円以上の赤字を計上する経営が続いている。また、沿線人口の減少及び少

子化の進行により主要な利用者である通学客が大きく落ち込んでいる状況にあるが、

商業施設直近への新駅設置、沿線の特産物を活かしたグルメ列車やサイクリングト

レインの運行等、定期外旅客の取り込み施策を積極的に展開している鉄道事業者で

ある。 

② 地域における活性化計画の策定 

沿線地域（恵那市及び中津川市）では平成 20 年度に「明知鉄道沿線地域公共交通

総合連携計画」を策定しており、明知鉄道へのＤＭＶ導入に向けた方針が示されて

いる。 

③ ＤＭＶの運行による観光活性化の期待 

本地域は、岩村城址や日本大正村などの観光施設が沿線に点在しており、ＤＭＶ

の運行による観光客の取り込みなどにより活性化が期待され、名古屋から日帰り圏

内にある立地条件と沿線観光地を活かした鉄道活性化が期待されるモデルケースに

なりうるものと考えられる。 

明知鉄道
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２．実証運行実施地域の状況 

（１）明知鉄道の利用者数の推移 

利用者数で最も多くを占める通学定期利用者が H18 までは減少しており、全体とし

ても利用者数が減少傾向にあったが、H19～20 では増加に転じている。 

H19～20 の増加は、明知鉄道がマスコミに取り上げられたことや、イベント列車の宣

伝効果が影響していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）明知鉄道の収支状況 

利用者の減少の影響もあり、支出が収入を上回る状況が続いている。 

H19～20 では、利用者の増加により収入も増加に転じているが、依然として厳しい状

況にある。 
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（３）地域の人口状況 

恵那市の人口は、減少傾向にある。 

最近 10 年間の人口増加率を地区別でみると、恵那駅を含む大井町を除いて全ての地

区で減少しており、鉄道から離れた地区での減少率が大きい傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恵那市の人口推移
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（４）観光客の状況 

恵那市全体の観光客数は、増加傾向にある。 

また、試験運行を行う明知鉄道岩村～明智駅間沿線の、恵那市統計書記載の観光地

の観光客数の推移を見ると、2004 年４月に新設された「おばあちゃん市・山岡」の伸

びが目立つが、それを除いた３施設の合計観光客数も概ね増加傾向にあり、明知鉄道

沿線の観光施設においても、観光ニーズがあることが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：恵那市統計書）

（資料：恵那市統計書）

恵那市の観光客数の推移
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【観光マップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：岐阜県恵那市観光情報サイト え～な～ココ） 

明智駅 

岩村駅

おばあちゃん市・山岡 

日本大正村

ささゆりの湯

岩村城下町

恵那駅
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３．明知鉄道でのＤＭＶ実証運行の目的 

明知鉄道にＤＭＶの導入を検討する背景として、①経営改善面では車両購入費・燃

料費・定期検査費など各種費用の節減が期待できる、②生活面での利用においては乗

り継ぎ負担を軽減し、高齢者の通院、買い物などへの利便性の向上が期待できる、③

観光面での利用においては岩村城跡や日本大正村など点在する観光資源を明知鉄道で

結び、一体的な観光コースとして誘客を図ることなどが期待できる、などの効果を想

定するものである。 

今回の実証実験走行において、上記の効果を検証し、地域の実情に合った公共交通

の実現を図るために行うものである。 

 

 

４．実施体制 

４－１．検討体制 

（１）ＤＭＶ実証実験専門部会の設置 

ＤＭＶ実証実験専門部会を、ＤＭＶ実証実験走行に関する協議及び実施に係る連絡

調整を行うことを目的として設置した。 

なお、専門部会は次頁表の組織をもって構成した。 

なお、協議の内容により、中部運輸局の関係部署に対しＤＭＶ実証実験専門部会へ

の出席を依頼しながら開催した。 

 

 

   （ 組 織 図 ） 

 

 

明知鉄道沿線地域公共交通活性化協議会 

ＤＭＶ実証実験専門部会 幹 事 会 

報告･提案 調整･指示 

調整・活動支援 
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（２）ＤＭＶ実証実験専門部会の体制 

 

実施主体：恵那市 

検討主体：ＤＭＶ実証実験専門部会 

（明知鉄道沿線地域公共交通活性化協議会の下部組織） 

運行主体：明知鉄道(株) 

技術支援：ＪＲ北海道 

 

【構成員】 

No 団  体  名 

1 恵那商工会議所 

2 恵那市恵南商工会 

3 恵那市観光協会 

4 中部運輸局企画観光部 

5 中部運輸局鉄道部 

6 中部運輸局自動車交通部 

7 中部運輸局岐阜運輸支局 

8 岐阜県公共交通課 

9 岐阜県東濃振興局恵那事務所 

10 岐阜県恵那土木事務所 

11 岐阜県恵那警察署交通課 

12 東濃鉄道株式会社 

13 明知鉄道株式会社 

14 恵那市建設課 

15 恵那市岩村振興事務所 

16 恵那市山岡振興事務所 

17 恵那市明智振興事務所 

18 恵那市商工観光課 
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４－２．運行時の体制 

（１）各項目の責任者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【試験総括責任者】 

明知鉄道 専務取締役 

【事業主体】 

恵那市 

恵那市長 

【試験実施責任者】 

明知鉄道 工務課長 

【試験実施責任者】 

ＪＲ北海道 
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管
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（２）本走行の役割分担 

項  目 内    容 担  当 

１．実証運行計画 ①実証運行計画 

②軌道運転士及び道路運転手手配 

③中部運輸局説明（実証運行計画） 

ＪＲ北海道・明知鉄道・恵那市

明知鉄道・東濃鉄道 

明知鉄道・恵那市 

２．搬 入 ①ＤＭＶ（脱線復旧機材含む）搬入手配 

②ＤＭＶ（脱線復旧機材含む）搬入（札幌→恵那）

明知鉄道・恵那市 

明知鉄道・恵那市・JR 北海道 

３．本走行 ①運行管理（ＧＰＳ）システム 

②線路閉鎖工事監督者 

③運転管理（運転指示） 

④車両保守 

⑤電気関係管理 

⑥保線関係管理 

⑦地上設備管理 

⑧運行管理 

⑨踏切安全確認 

⑩踏切監視 

⑪車両管理 

⑫トラック手配（脱線復旧機材搭載用） 

⑬故障・不具合時対応箇所手配 

ＪＲ北海道 

明知鉄道 

明知鉄道 

ＪＲ北海道・日本除雪機 

明知鉄道 

明知鉄道 

明知鉄道 

明知鉄道 

明知鉄道 

明知鉄道 

明知鉄道 

明知鉄道 

明知鉄道・恵那市 

４．搬 出 ①ＤＭＶ（脱線復旧機材含む）搬出手配 

②ＤＭＶ（脱線復旧機材含む）搬出（恵那→札幌）

明知鉄道・恵那市 

明知鉄道・恵那市・JR 北海道 

５．運輸局説明 ①中部運輸局説明（実証運行結果） 明知鉄道・恵那市 

  その他 

(1) 本部は明智駅とする。 

(2) 異常等の発生時は、線路閉鎖工事監督者に速やかに報告し、その指示に従う。 

(3) 線路走行時は、全踏切に監視員を配置する。 
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（３）連絡体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業主体責任者 

恵那市長 

（恵那市） 

恵那市 

商工観光課長 

試験実施責任者 

工務課長 

（明知鉄道） 

車両保守責任者 

JR 北海道 

運行管理責任者 

運転保安課長 

（明知鉄道） 

施設管理責任者 

工務課長 

（明知鉄道） 

事業主体現場責任者 

現 場 

恵那警察署 

恵那消防署 

上矢作病院 

岐阜地方気象台 

運転指令 

明智駅 

（明知鉄道） 

保守用車使用監督者 

（明知鉄道） 

走行主体責任者 

専務取締役 

（明知鉄道） 

電気関係責任者 

工務区長 

（明知鉄道） 

踏切制御取扱責任者 地上設備・保線関係責任者 

工務課長 

(明知鉄道) 

中部運輸局（安全指導課） 

踏切監視・交通整理協力 

ＤＭＶ牽引・修理協力 

工務課長 

（明知鉄道） 

（東濃鉄道） 

工務区長 

（明知鉄道） 
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５．施設整備 

ＤＭＶの走行にあたり、以下の項目についてＤＭＶ走行環境を確保するための施設

整備を実施した。 

 

項   目 設  備  名 問 題 点 対 処 方 法 

上１番線の一時使用停止 (11/1～3/下旬) 

使用時以外は安全さくの設置 
載線設備：進入側 

（岩村構内） 
モードチェンジ設備 

工事用踏切の設置 

(建築限界の支障) 

使用時は交通整理員の配置 

使用時以外は安全さくを設置 離線設備：脱出側 

（明智構内） 
モードチェンジ設備 工事用踏切の設置 

使用時は交通整理員の配置 

踏切道(17 箇所) スロープの設置 タイヤ破損防止 各踏切に 4箇所設置 

 1、岩村上１番線 チョック ＤＭＶの限界支障 仮てっ去復旧(使用停止期間中仮てっ去)：32個

支障物 2、山岡構内 横取装置 ＤＭＶの限界支障 てっ去 

 3、脱線防止ガード(L=80m) ＤＭＶの限界支障 脱線防止ガードの高さ変更 

1、10m 以上の橋りょう 避難通路の確保 避難通路(木造)を設置 
安全対策 

2、救援車 連結金具の設置 大型モーターカーに連結金具を取付 
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５－１．モードインターチェンジ（載線・離線設備） 

① 線路進入側（岩村駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設平面図 

ＤＭＶ 

進入経路 

破線は旧線（撤去済み） 

施工前 施工後 
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● モードインターチェンジへの車両進入経路 

なお、モードインターチェンジ設置における線形上の制約と取り付け道路の状況、

車両軌跡を検討した結果、ＤＭＶの進入経路は、一旦モードインターチェンジの手

前の構内に入り、バックした後、前進してモードインターチェンジに進入する形式

とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バックした後 

前進して進入 
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② 線路脱出側（明智駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

踏切通過後、道路の遮断が解除される番神踏切道から５ｍ離れた位置に、モードＩＣを設置 

施設平面図 

施工前 施工後 
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５－２．踏切道 

線路走行時のＤＭＶは、後輪のダブルタイヤの内側が線路上を走行する。ダブルタ

イヤの外側が踏切道を通過する際に衝撃を緩和する設備が必要となるため、ＤＭＶ走

行区間に存在する１７箇所の踏切にスロープを設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水平取付部

(現場合わせ)

水平取付部

(現場合わせ)

2800

2800 2800

踏切スロープ標準図

2800

230

この部分が踏切道に支障する 

線路方向 線路直角方向



 17

５－３．支障物 

そのほか、ＤＭＶの車両限界を支障すると考えられる以下の箇所について、支障物

を取り除く各種整備を実施した。 

① 岩村駅構内 チョック撤去 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、分岐部においては施工上の理由により支障物を撤去することが困難なため、

踏切道と同様にスロープを設置することにより踏切部のチョック並びに機器類を保

護した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 山岡駅構内 横取装置撤去 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 脱線防止ガード 高さ変更 

（山岡～野志間 L=80m） 

 

 

 

 

 

 

撤去後 

撤去前 

施工前 施工後 

撤去前 

撤去後 

施工前 施工後 
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５－４．安全対策 

また、ＤＭＶ走行上の安全対策に係る施設整備として、以下の対応を実施した。 

① 避難通路設置 

ＤＭＶの車両長より長い橋りょう（10ｍ以上）である明智架道橋について、緊急

停車時に備えて避難通路を設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② モーターカー連結金具取り付け 

万が一、ＤＭＶが本線上で自走不能になった場合に備え、救援車として大型モー

ターカーに連結金具の取り付けを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恵那方 明智方

明智架道橋

800

750

16400

800

施工前 施工後 

施工前 施工後 
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６．走行試験の実施 

明知鉄道では、急勾配や連続した急曲線が多くある線区のため、ＤＭＶが実証運

行する区間の走行安全性等の確認が必要である。そこで、その評価に必要なデータ

の収集に向け走行試験を実施した。 

 

６－１．試験走行期間 

（１）ＤＭＶ試験車両搬入 

・平成 21年 11 月 9日(月)：ＪＲ北海道苗穂工場（札幌市）から搬出 

・平成 21年 11 月 11 日(水)：明知鉄道明智駅車庫へ搬入 

（２）走行試験 

・平成 21年 11 月 12 日(木)：走行試験準備 

・平成 21年 11 月 12 日(木)○ヨ～14 日(土)○ヨ：明知鉄道での走行試験実施 

（３）ＤＭＶ試験車両搬出 

・平成 21年 11 月 16 日(月)：明知鉄道明智駅車庫から搬出 

・平成 21年 11 月 18 日(水)：ＪＲ北海道苗穂工場（札幌市）へ搬入 

 

６－２．試験走行区間：次頁参照 

（１）往路（鉄道／10.1km） 

・岩村駅構内モードインターチェンジ 

 → 明智駅構内モードチェンジまでの線路走行 

（２）復路（道路／約 10.6km） 

・明智駅構内モードインターチェンジ → 国道 363 号 

 → 岩村駅構内モードインターチェンジまでの道路走行 
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６－３．試験走行での測定項目 

① 走行安定性試験 

前後ガイド輪によるＰＱ値測定（脱線係数 横圧 Q/軸重 P） 

② 乗り心地試験 

車体振動加速度（上下、左右） 

③ 抑速性能試験 

勾配区間（下り 30/1000）における均衡（抑速）試験 

④ 加速、登坂試験 

勾配区間（下り 32/1000）における加速性、登坂性試験 

 

岩村駅

明智駅 

軌道走行

道路走行 
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６－４．試験走行結果 

（１）試験速度 

● 試験項目①、②について 

・20、30、40、50、60km/h で実施 

（予定していた 70、75km/h は、結果を踏まえて中止した。） 

● 試験項目③、④について 

・60km/h で実施 

（２）試験結果 

① 走行安定性試験 

● 脱線係数(最大値)：0.74（50km/h 走行時） 

・左前輪（R=300 C=45 外軌道）で発生 →目安の 2.33 を下回った。 

● 軸重抜け割合(最大値)：78％（61km/h 走行時） 

・右後輪（R=200 C=67 内軌道）で発生 →目安の 80％を下回った。 

② 乗り心地試験 

● 車体上下振動加速度(最大値)：0.475G（50 ㎞/h 走行時） 

・車体後部（R=600 C=22）で発生 →目安の 0.55G を下回った。 

● 車体左右振動加速度(最大値)：0.525G（50 ㎞/h 走行時） 

・車体後部（R=200 C=49）で発生 →目安の 0.45G を上回った。 

 

→ 車体左右振動加速度を考慮すると、最高速度は 40km/h が妥当な結果となった。 

→ R=200 の急曲線では、30～35km/h とする。 

 

③ 抑速性能試験 

・排気ブレーキＯＮ、シフトポジションをＤレンジで実施 

→ 速度の低下はなかった。 

④ 加速、登坂試験 

・後ろのゴムタイヤがスリップしない程度にアクセル踏み込み 

→ 加速度：1.14km/h/s（登坂に問題はなかった。） 

 

（３）踏切動作状況 

・全ての踏切は正常に作動した。（手動操作した明智街道踏切除く） 

 

（４）その他 

・試験期間中、試験の続行に支障をきたす問題は生じなかった。 
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６－５．試験実施の状況 

 

① 岩村駅モードインターチェンジ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 明智駅モードインターチェンジ ③ 試験車両 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 試験車両車内 ⑤ 関係者打合せ 
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７．運行計画 

７－１．本走行期間 

（１）ＤＭＶ試験車両搬入 

・平成 22年 3月 17 日(水)：ＪＲ北海道苗穂工場（札幌市）から搬出 

・平成 22年 3月 19 日(金)：明知鉄道明智駅車庫へ搬入 

（２）本走行 

・平成 22年 3月 19 日(金)：乗務員訓練 

・平成 22年 3月 20 日(土)～22 日(月)：明知鉄道での本走行実施 

（３）ＤＭＶ試験車両搬出 

・平成 22年 3月 23 日(火)：明知鉄道明智駅車庫から搬出 

・平成 22年 3月 26 日(金)：ＪＲ北海道苗穂工場（札幌市）へ搬入 

 

７－２．本走行区間 

（１）線路走行区間 

岩村駅構内ﾓｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ→明智駅構内ﾓｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ(10.1km) 

※走行区間を線路閉鎖工事扱いとして、保守用車扱いとして運行する。 

（２）道路走行区間 

国道３６３号、国道２５７号、県道３３号瑞浪上矢作線など 

※自家用中型自動車として運行する。 
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７－３．使用車両 

新型ＤＭＶ試作車（ＤＭＶ９２１号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車両総座席数：２４席（運転席、補助席含む） 
 
【運行要員の配席】 

① 鉄道運転士（明知鉄道） 

② 運転指示者兼線閉監督者（明知鉄道） 

③ 道路運転手（東濃鉄道） 

④ 車内ガイド 

⑤ 車両保守責任者（ＪＲ北海道） 

計 ５席 

 
【試乗モニターの配席】 

⑥～○22  固定座席（１７席） 

○23～○24  補 助 席（ ２席） 

計 １９席 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

⑥ 

⑦ 

④ 

⑧ 

⑨ 

③ ⑤ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

○23  

⑬ 

⑭ 

⑮ 

○24

⑯

⑰

⑱

○21

⑲

⑳

○22

配席案 

① 鉄道運転士 

② 運転指示者兼線閉監督者 

③ 道路運転手 

④ 車内ガイド 

⑤ 車両保守責任者 

⑥～○22  試乗モニター 

○23～○24  調整用座席 
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７－４．乗務員 

鉄道区間：明知鉄道 運転士 

道路区間：東濃鉄道 運転手 

※１：道路から岩村駅構内モードインターチェンジへの進入は、東濃鉄道運転手

が行う。 

※２：岩村駅構内での道路から鉄道へのモードチェンジの操作、鉄道区間走行、

明智駅構内での鉄道から道路へのモードチェンジの操作までは、明知鉄道

運転士が行う。 

※３：明智駅構内のモードインターチェンジからの脱出、道路区間走行は、東濃

鉄道運転手が行う。 

 

７－５．本走行ダイヤ 

（１）鉄道区間の運行計画 

ＤＭＶの運行に当たって、明知鉄道の通常ダイヤは変更しないものとし、営業列車

の間合いにＤＭＶを運行した。 

夜間走行試験結果を踏まえて、最高速度 40 ㎞/ｈ、曲線半径が 200ｍの急曲線では

30 ㎞/ｈ以下で走行するものとし、ＤＭＶの岩村駅→明智駅間の運転時分は２５分と設

定した。（参考：営業列車の所要時間は１９分） 

当該ＤＭＶは鉄道車両としての車籍を有していないことから、線路閉鎖を行った上

で保守用車の位置付けとして運行するものとした。そこで、線路閉鎖手配のための時

間的な余裕を考慮し、岩村～明智駅間で列車が３５分間以上運行されない時間帯を、

ＤＭＶ走行可能時間帯と考えた。 

 

以上の条件から、鉄道区間では以下の時刻にＤＭＶの運行を計画し、１日４便とす

る。（※３月２１日(日)は、イベント輸送の臨時列車を運行：次頁参照） 

 

鉄道区間の運行時刻 

 岩村駅 M.IC 発 明智駅 M.IC 着 

第１便  9：05  9：30 

第２便 11：19 11：44 

第３便 13：30 13：55 

第４便 16：48 17：13 

※３月１３日のダイヤ改正を考慮 
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ＤＭＶ実証運行ダイヤ 【３月２０日(土)・３月２２日(月)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＭＶ実証運行ダイヤ 【３月２１日(日)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＪＲ東海主催の「さわやかウォーキング」に備えて、岩村駅から

恵那駅までの参加者輸送のために、臨時列車を運行。 

（「さわやかウォーキング」のチラシに、臨時列車の運行を記載） 

ＤＭＶ 

ＤＭＶ 

臨時列車 

定期列車の

時間変更 
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（２）道路区間の運行計画 

① ルートの種類 

目的別に、以下の２ルートを設定した。 

1）沿線の主要観光地を周遊する「観光ルート」 

2）ＤＭＶの乗車体験を主として岩村～明智間を単純往復する「体験ルート」 

 

なお、観光ルートについては、前後の鉄道走行区間の出発・到着時刻に合わせて、

時間の制約から周遊可能な施設やルートを設定した。 

また、観光施設のオープン時間帯等を考慮し、第１便及び第４便を「体験ルート」、

第２便、第３便を「観光ルート」とした。 

 

便数 岩村駅発 明智駅着 
次便までの

間合い時間
各便の位置づけ 

 
第１便  9：05  9：30 体験ルート 

1：55 

第２便 11：19 11：44 観光ルート１ 

1：35 

第３便 13：30 13：55 観光ルート２ 

第４便 16：48 17：13 
3：03 

体験ルート 

 

② 発着場所 

モニター集合時の混乱を避けることや、試乗モニター受付・案内等の実施体制対

応上、ＤＭＶの発着地点（試乗モニターの集合・解散場所）は、岩村駅前とした。 
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③ 走行ダイヤ 

 

１）第１便 体験ルート 

 

 

8：50 岩村駅前発    8：55 岩村駅裏ﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ入り口  9：05 岩村駅発 

 

 

9：30 明智駅着 9：35 明智駅発    10：05 岩村駅前着 

 

 

※ 21 日（日）は、明智町で大正村クロスカントリーが開催されるため、明智小学校

で行われる開会式に乗り入れた。 

 

 

【岩村駅前滞在時間 30 分】 

 

２）第２便 観光ルート１ 

 

 

10：35 岩村駅前発    10：45 歴史資料館 11：00 歴史資料館発 

 

 

11：10 岩村駅裏ﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ入り口  11：19 岩村駅発     11：44 明智駅着 

 
 

 

大正村車中見物(10 分) 11：54 明智駅発    12：20 岩村駅前着 

 

 

 

道路走行

線路走行

道路走行

道路走行

道路走行

線路走行

道路走行

道路走行 

<モニター乗車> 

<モニター降車>

<モニター乗車> <モニター降車> <モニター乗車>

<モニター降車>
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【岩村駅前滞在時間 55 分】 

 

３）第３便 観光ルート２ 

 

 

13：15 岩村駅前発   13：20 岩村駅裏ﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ入り口   13：30 岩村駅発 

 
 

 

13：55 明智駅着  大正村車中見物(10 分) 14：05 明智駅発   14：25 山岡おばあ 

ちゃん市 

 

 

14：50 おばあちゃん市出発    15：20 岩村駅前着 

 

 

 

   【岩村駅前滞在時間 1時間 10分】 

 

４）第４便 体験ルート 

 

 

16：30 岩村駅前発    16：35 岩村駅裏ﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ入り口  16：48 岩村駅発 

 

 

17：13 明智駅着 17：18 明智駅発    17：43 岩村駅前着 

 

 

線路走行

道路走行 

道路走行 

道路走行

道路走行

線路走行

道路走行 

道路走行 

<モニター乗車> 

<モニター降車>

<モニター降車><モニター乗車> 

<モニター乗車> 

<モニター降車>
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④ 実証運行ルート 
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⑤ 岩村・明智駅周辺の走行道路 

1）明智→岩村駅間は、夜間走行試験と同様に国道 363 号を走行するルートを基本と

した。 

2）ただし、「おばあちゃん市・山岡」を経由する第３便については、国道 363 号、

県道 33 号を走行した。 

3）岩村駅周辺及び明智駅周辺については、下図に示す道路を走行した。 

 

岩村駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明智駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 32

８．安全対策 

８－１．鉄道走行に関する安全対策 

ＤＭＶ実証運行に関し、踏切道、モードインターチェンジ付近、岩村～明智駅間

の中間駅で安全対策を取った。 

① 踏切道 

踏切道は岩村～明智駅間に第一種踏切道１０箇所、第三種踏切道１箇所、第四種

踏切道６箇所の踏切道がある。ＤＭＶの鉄道走行時においては、全ての踏切道にお

いて踏切監視員が事前に通行を遮断して安全を確保した。 

 

② モードインターチェンジ 

モードインターチェンジ付近には、見学者のＤＭＶ接触や線路内立入りなどを防

止するために交通整理員を配置した。 

③ 中間駅 

花白・山岡・野志の中間駅には警備員を配置し、線路内立ち入りの防止、見学者

への注意喚起等の安全確保に努めた。 

 

また、沿線では見学者が線路に接近することも予想され、運転士の判断で危険と

考えられた場合は徐行あるいは停止して事故等を回避するとともに、状況を本部へ

報告することとした。 
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８－２．道路走行に関する安全対策 

① 先導車 

ＤＭＶの道路走行にあたっては、ＤＭＶの運転手が安全運転を行うとともに、Ｄ

ＭＶに先導車を付けて、スムーズな通行確保に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 岩村駅及び明智駅周辺 

岩村駅と明智駅のモードインターチェンジ進入前及び脱出後の区間では、交通整

理員を配置してＤＭＶがスムーズに通行できるようにするとともに、見学者に備え

て臨時駐車場の確保を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 途中停車地点での対応 

また、歴史資料館、おばあちゃん市・山岡におけるＤＭＶ駐車中の見学者対応は、

先導車両の運転手やＤＭＶ乗務員が行った。 
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８－３．緊急時の対応 

車両故障や接触、脱線事故等の走行障害が発生した場合、以下のフローで添乗者

の安全を確保するとともに、二次障害の発生を未然に防止するものとした。 

なお、鉄道走行中、道路走行中のいずれの場合も、本部との連絡、警察及び消防

等の関係機関への連絡・対応は運転指示者兼線閉監督者（ＤＭＶに乗車する明知鉄

道職員）が行うものとした。また、ＤＭＶが走行不能となった際には、乗務員が安

全な場所まで試乗モニターを誘導し、恵那市、明知鉄道の公用車で搬送の対応を行

うこととした。 

 

走行障害の発生 

（故障・事故） 
      

  線路上の場合：橋梁等を避けて直ちに停止 

ＤＭＶ停止手配 道路上の場合：交差点を避け、路肩に寄せて直ちに停止 

        

本部への状況報告       

        

        

車両事故の場合  脱線事故の場合  接触事故・人身事故の場合

        

 本部に復旧手配を依頼  走行障害現場での 

応急修理対応     

警察・消防（救急車の手配）

への連絡 

     

   

復旧後、実証運行を 

中断し自走で帰着 
 

      

添乗者を降車させ、本部に

救援を依頼 

        

修理できた場合  修理できない場合    

        

実証運行を中断し、自走で

帰着 
 

添乗者を降車させ、本部に

救援を依頼 
   

 

① 鉄道走行中の緊急時対応 

鉄道走行する岩村～明智駅間には、ＤＭＶ車両より長い橋梁が１箇所あり、万が

一の橋梁上での走行不能に備えて、避難用通路を設置して対応した。 

また、鉄道走行ができなくなった場合には、明智駅構内に待機する大型モーター

カーで軌道上を牽引し、明智駅に退避するものとした。線路上でＤＭＶが脱線した

場合に備え、脱線復旧資材を積んだ２ｔトラックを岩村駅前に待機させ、いつでも

出動可能な体制を確保した。 

② 道路走行中の緊急時対応 

道路走行時に、万が一運転の継続が困難になった場合には、一般通行車両への影

響を小さくするために、なるべく道路の端に寄せて停車させるものとした。 

応急処置でも走行が不可能な場合は、「名鉄自動車整備㈱恵那工場」に牽引車の出

動要請を行って当該会社の工場まで牽引し、修理を委託するものとした。 

 

８－４．マスコミ対応 

事前にＤＭＶの走行に支障のないよう申し入れを行った。 



 35

８－５．中止条件 

天候不良や不測の事態が発生した場合に備えて、以下のとおり運転中止条件を定め

た。 

（１）風速及び降水量 

悪天候の場合は、本部において岐阜地方気象台に確認し、徐行運転か運転中止の

判断を行う。 

風速 25 ㎞/ｈ以上 徐行 25 ㎞/ｈ 全区間 
風速 

風速 30 ㎞/ｈ以上 運転中止 全区間 

連続雨量 150ｍｍ以上、 

または時雨量 30ｍｍ以上 
徐行 25 ㎞/ｈ 全区間 

降雨 
連続雨量 150ｍｍ以上、 

さらに時雨量 30ｍｍ以上 
運転中止 全区間 

 

（２）列車運行ダイヤの乱れについて 

本部において検討し、実証運行か中止の判断を行う。 

 

（３）ＤＭＶ走行不能について 

ＤＭＶが走行不能になった場合には中止とする。 

 

（４）その他 

地震の対応は、震度４で徐行、震度５で運転中止とする。 

重大事故が発生した場合には、別途協議して対応する。 
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９．広報計画 

（１）試乗モニター募集 

恵那市ホームページ及び恵那市広報を活用して、ＤＭＶ実証運行をＰＲするととも

に、試乗モニターを募集した。 

・恵那市広報 

・各関係機関のホームページ（恵那市、明知鉄道、中部運輸局、ぎふ観光ガイド等） 

・チラシ設置、ポスターの掲示 

明知鉄道各駅、沿線施設（振興事務所、郵便局、金融機関、商業施設、

温泉施設、高校等） 

・プレスリリース、マスコミへの記事提供 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（広報えな：2010 年 2月 1日号） 

試乗モニター募集チラシ・表 試乗モニター募集チラシ・裏 
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なお、試乗モニターの募集は以下のとおり行った。 

① 応募資格 

居住地：指定しない（全国から募集） 

年 齢：年齢制限無し。 

ただし、小学３年生以下は保護者同伴に限り応募可とする。 

（１人１席で、膝に乗せての乗車は出来ない。） 

ＤＭＶの試乗者は、実証実験に参加する「試乗モニター」として位置付け、乗車

後にアンケート調査を実施することを条件として明記。 

 

② 応募人数 

・約１３０名 

 

③ 応募・決定方法 

・往復ハガキによる応募とする。 

・応募時に乗車便の希望を第２希望まで受け付け、定員を上回る募集があった場合

には、便毎に抽選により決定する。 

 

④ モニター決定スケジュール 

１／２０     報道発表 

２／１     応募要領広報掲載、ホームページ掲載 

２／１～１９  応募受付期間 

２／２２～２６ モニター選定作業 

３／１     当選通知発送 
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（２）ポスター掲示 

明知鉄道各駅及び関係各所へのポスター掲示により、沿線へのＤＭＶ実証実験の周

知を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布先 枚数 配布先 枚数

各振興事務所 11 明知鉄道各駅 20

市役所（ロビー・商工） 2 ＪＲ武並駅 2

観光交流室 3 生協 1

恵那市観光協会 10 岩村診療所 1

恵那文化センター 1 元気プラザ 1

図書館 1 上矢作病院 1

恵那警察署 1 ささゆりの湯 1

美術館 1 合計 57

実証実験実施告知ポスター 
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（３）ホームページの活用 

モニター募集後においても、恵那市ホームページにより実証運行の実施の告知を実

施した。また、明知鉄道ホームページにおいても実証運行の告知を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
恵那市ホームページ 
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（４）パンフレットの配布 

見学者並びに試乗モニターに対して、実証実験の概要やＤＭＶの特徴などを記した

パンフレットを配布し、実証実験への理解の向上に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パンフレット・表 

パンフレット・裏 
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１０．見学者や試乗モニターの誘導・案内・ＰＲ 

① 見学者へのＰＲ 

本実証運行においては、試乗モニターだけではなく、地元住民等の見学者に対し

てもＤＭＶや地域の公共交通に対する理解を促すため、岩村駅舎内に特設のＤＭＶ

コーナーを設置し、ＤＭＶ開発の経緯や特徴などを示すボードを展示した。 

また、併せてＧＰＳを利用したＤＭＶの走行位置を示す表示を行い、見学者の利

便を図った。 

 

② 車内ガイドの乗車 

本実証運行におけるルートは、ＤＭＶの体験や沿線の観光を主眼として設定して

おり、初めて現地を訪問する試乗モニターも多いことが予想されたため、ＤＭＶ車

内にて沿線の観光案内やＤＭＶの特徴を案内する「車内ガイド」を乗車させた。 

なお、車内ガイドは恵那市職員などが担当した。 
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③ 試乗モニター受付 

試乗モニターの受付は岩村駅前の特設テントにおいて実施した。 

試乗モニターに対しては、乗車票のほか、前出のＤＭＶパンフレットのほか、観光

パンフレット等を配布し、地域のＰＲにも努めるように留意した。 
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１１．販売促進 

ＤＭＶの発着場所である岩村駅前において、明知鉄道を含む計１２団体による物販

コーナーを設置し、見学者の利便性を確保するとともに、販売促進、地元名産品のＰ

Ｒ等の効果を見込んだ。 

その結果、来場者は 1,300 名に達する結果となった。（1 日目：400 名、2 日目：600

名、3日目：300 名） 

① 明知鉄道 

明知鉄道においては、ＤＭＶ試乗モニターや見学者の利便を図るとともに、販売

促進のため、ＤＭＶ実証運行を記念した乗車券（１日乗車券）を作成し、岩村駅前

の特設ブース及び沿線主要駅にて発売した。 

なお、記念乗車券購入者には、日本大正村の割引入場券を添付し、観光施設への

誘導を図った。 

また、岩村駅前の特設ブースでは、併せて各種グッズの販売を実施した。 

【主な販売品目】 

・記念乗車券 

・キーホルダー 

・オリジナル菓子 

・ＣＤ、ＤＶＤソフト 

・ＤＭＶチョロＱ 

・やきいも など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果、以下の売上効果があった。 

・ＤＭＶ記念乗車券・・・・・136,000 円（＝@1,360 円 100 枚） 

・その他グッズ・・・・・・・約 280,000 円 

（うちチョロＱ128 個・・・102,400 円） 

（見 本） 

記念乗車券添付の施設割引券 

（見 本） 

記念乗車券 
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② 沿線商店 

岩村駅前においては、明知鉄道のほか沿線の商店の協力を得て、物販・飲食コーナ

ーを設置し、見学者の利便を図るとともに、沿線経済への波及効果を促した。 

なお、出店にあたっては恵那市観光協会から岩村町観光協会の協力を得て、交渉を

行った。 

【主な販売品目】 

物販：カステラ、酒、からすみ、シフォンケーキ、漬け物、手芸品等 

軽食：五平餅、フランクフルト、ラーメン等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 45

１２．他のイベントとの連携 

より多くの沿線市民や来訪者に対して、ＤＭＶや地域公共交通への関心を高めるこ

とを目的に、実証運行の間合い時間を利用して、同時期に沿線で開催されたクロスカ

ントリー開会式会場でのデモ展示を実施した。 

クロスカントリー開会式会場となった明智小学校校庭においては、ＤＭＶ鉄車輪の

上げ下ろしを行い、多数の来場者に対しＤＭＶの基本的な仕組みなどをＰＲできたも

のと考えられる。 

 

なお、同時期に沿線のイベントとしてＪＲ東海主催の「さわやかウォーキング」が

開催された。 

そのほか、試験走行時においても、同時期に開催された恵那産業博覧会での車両展

示・ブース展示を行うなど、地域でのＤＭＶのＰＲ並びに公共交通活性化への利用啓

発を図った。 
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１３．報道・マスコミ対応 

ＤＭＶ実証運行にあたり、テレビ・新聞・雑誌等報道各社からの取材要請に対して、

恵那市・明知鉄道を中心に積極的な対応を図った。 

その結果、ニュース報道だけではなく、ＤＭＶの実証運行に密着したドキュメント

番組（紀行番組）等の取材もあり、相応の効果を挙げたものと考えられる。 

 

 

（１）取材状況 

○ 新聞社 中日新聞、岐阜新聞、毎日新聞、読売新聞、朝日新聞、 

三野新聞、東濃新報、日本経済新聞 

○ テレビ局 NHK テレビ，CBC テレビ、中京テレビ、名古屋テレビ、 

東海テレビ、㈱アミックス(えなっこチャンネル)、テレビ東京 

○ その他 ㈱ディ・ディ侑(DMV 記録映像撮影会社、札幌市) 

 

（２）番組放映リスト 

○ ニュース、情報番組 

・ NHK テレビ・・・地域ニュース、全国ニュース（おはよう日本） 

・ NHK ラジオ・・・列島リレーニュース 

・ 中京テレビ・・・リアルタイム 

・ 名古屋テレビ・・どですか 

・ 名古屋テレビ・・UP 

・ CBC テレビ・・・イッポウ 

○ 紀行番組 

・ テレビ東京・・・「鉄道大好き！」 

（全国のローカル鉄道をとりあげた紀行特番） 
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１４．実証運行の実施状況 

（１）ＤＭＶ搬入 

ＪＲ北海道・苗穂工場より、フェリー並びにトレーラーにて明智駅への搬入を実施

した。 

 

（２）出発式 

実証運行の開始にあたっては国会議員、県会議員、市議会議員、国土交通省、岐阜

県、恵那市、ＪＲ北海道等の関係者を招聘し、初日第１便の出発前に出発式・テープ

カットを実施した。 
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（３）岩村駅前ＤＭＶ乗り場 

試乗モニターのＤＭＶへの乗降は岩村駅前において実施した。また、運行時以外は

岩村駅前に停車させ、一般者もＤＭＶを見学しやすい環境を提供した。 
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（４）岩村駅モードインターチェンジ 
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（５）明智駅モードインターチェンジ 
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（６）軌道モード走行時 

 

（７）道路モード走行時 
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① 日本大正村界隈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 岩村歴史資料館  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 道の駅「おばあちゃん市・山岡」  
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（８）踏切監視 

前述のとおり、全ての踏切に注意喚起看板を設置したほか、警備員の配置並びにカ

ラーコーンによる遮断により安全を確保した。さらに第１種・第３種踏切については

通常動作による踏切遮断を併用した。ただし、岩村駅至近の踏切についてはＤＭＶ出

発時の軌道回路構成上の制約により、手動により動作を行った。 

 

（９）車両構造（鉄輪収納部） 
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（１０）車内 

 

（１１）運行管理本部（明智駅） 

明智駅に運行管理本部を設置し、ＧＰＳによるＤＭＶ走行位置把握並びに線路閉

鎖・解除手続き等を行った。 
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（１２）車両格納庫 

ＤＭＶ車両の夜間滞泊については明智駅構内の車両庫に格納した。 

 

（１３）ＤＭＶ搬出 

搬入時と同様にトレーラー及びフェリーにて、ＪＲ北海道・苗穂工場への車両返送

を行った。 
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Ⅱ．実証運行結果の分析 

１．試乗モニターアンケートの実施 

１－１．試乗モニターの募集 

約 200 名分の試乗座席のうち、146 席を公募による試乗モニター募集枠として割り当

てた。 

試乗モニターの募集は、市報やポスターなどによる沿線への周知のほか、マスコミ

へのプレスリリース、ホームページによる情報発信など、地域に留まらず全国を対象

として実施した。その結果、北海道から広島県まで全国から総数 1,500 通近くの応募

があり、当選倍率は 10倍に達し、全国的に高い関心を集めた。 

 

 応募はがき枚数 ７９１枚 

 うち市内 ２３３枚 

 うち市外 ５５８枚 

応募人数 １,４５８名 

当選人数 １４６名 

当選倍率 １０．０倍 

 

１－２．試乗モニターの内訳 

ＤＭＶの試乗座席は公募によるモニターのほか、来賓、特別招待者、報道に対して

割り当てた。 

 

  来賓 特別 一般 報道 計 

１日目 第１便 18 0 0 0 18 

（3/20） 第２便 0 5 8 6 19 

 第３便 0 9 9 1 19 

 第４便 0 6 12 1 19 

２日目 第１便 0 5 14 0 19 

（3/21） 第２便 0 3 15 1 19 

 第３便 0 3 16 0 19 

 第４便 0 1 17 0 18 

３日目 第１便 0 4 13 2 19 

（3/22） 第２便 0 0 17 2 19 

 第３便 0 1 16 2 19 

 第４便 0 10 9 0 19 

計  18 47 146 15 226 
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１－３．アンケートの実施 

利用者の視点から見たＤＭＶに対する評価やニーズを把握するため、試乗モニター

を対象にアンケート調査を実施した。 

（１）調査対象 

すべてのＤＭＶ試乗モニター（来賓を除く） 

 

（２）調査項目 

・ ＤＭＶに対する評価（快適性、利便性、利用意向等） 

・ ＤＭＶに対する期待 

・ 明知鉄道でのＤＭＶ導入に対する意向 

 

（３）調査方法 

試乗モニターのＤＭＶ乗車前に予め各座席の席上にアンケート票を配布した。 

試乗モニターに対しては、試乗中に車内での記入を依頼し、降車時に回収を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）回収結果 

3 月 20 日第 1便を除く試乗モニター計 206 人より回答を得た。（未回収 2名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回収状況

1 3月20日 第1便 －

2 第2便 18

3 第3便 19

4 第4便 19

5 3月21日 第1便 19

6 第2便 19

7 第3便 19

8 第4便 18

9 3月22日 第1便 19

10 第2便 18

11 第3便 19

12 第4便 19

計 206

※3/20第1便は来賓枠のためアンケート対象から除外
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明知鉄道ＤＭＶ実証実験・試乗モニターアンケート 

このたびは、明知鉄道ＤＭＶ実証実験にご参加いただき、ありがとうございます。 

ＤＭＶは実用化に向けて様々な取り組みを行っている最中ですが、本実証実験は将来的に地方鉄道へＤＭＶ

を導入した場合の効果や課題等を、より具体的に検証するため実施しているものです。 

つきましては、今後の検討資料とさせて頂きたく、アンケートの記入にご協力頂きますようお願い致します。 

 

問１． 性別 ①男  ②女 

問２． 年齢 ①10代未満 ②10 代 ③20 代 ④30 代 ⑤40 代 ⑥50 代 

⑦60 代   ⑧70 代以上 

問３． ご職業 ①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業 ⑤アルバイト・パート 

⑥主婦  ⑦学生  ⑧その他（        ） 

問４． お住まい ①恵那市（明智町・飯地町・岩村町・大井町・長島町・笠置町 

上矢作町・串原・武並町・中野方町・東野・三郷町・山岡町） 

②中津川市（阿木・飯沼・その他                ） 

③その他（＿＿＿＿＿＿＿都･道･府･県＿＿＿＿＿＿＿＿市･町･村） 

問５．今回のご旅行日程を選んでください（○はひとつ） 

①日帰り ②1泊 2日 ③2 泊 3 日 ④それ以上 

問６．ＤＭＶの乗車のほかに立ち寄る場所はありますか（複数回答可） 

①ない ②明知鉄道沿線を散策 ③恵那峡 ④その他（               ） 

問７．岩村駅へはどの交通手段で来訪されましたか（○はひとつ） 

①明知鉄道 ②バス ③タクシー ④自家用車・バイク ⑤レンタカー ⑥自転車 ⑦徒歩のみ 

問８．日常の生活において、明知鉄道はどの程度利用されていますか（○はひとつ） 

①週 1回以上 ②月数回程度 ③年数回程度 ④ほとんど乗らない・はじめて利用 

 

２．ＤＭＶの乗車について 

問９．ＤＭＶに乗車してみての感想をお聞かせください 

乗り心地 
線路上：①とても良い ②思っていたより良い ③普通 ④思っていたより悪い ⑤とても悪い 

道路上：①とても良い ②思っていたより良い ③普通 ④思っていたより悪い ⑤とても悪い 

乗車時間 

線路上：①短かった  ②ちょうど良かった  ③長かった 

道路上：①短かった  ②ちょうど良かった  ③長かった 

全 体：①短かった  ②ちょうど良かった  ③長かった 

乗車したルート 
（コース） 

①満足  ②概ね満足  ③少し不満  ④不満  

→不満を感じた点があればお聞かせ下さい 

①経由地が少なかった ②停車時間が短かった ③好きな場所で降りられなかった 

④その他〔                               〕 
ＤＭＶの 

仕組みや特徴 ①とてもよくわかった ②よくわかった ③あまりよくわからなかった ④わからなかった 

車内ガイド 
による案内 ①あってよかった ②どちらでもよかった ③なくてもよかった 

鉄道とバスの乗換が 
解消されること ①とても便利  ②便利  ③今までとあまり変わらない  ④不便 

 

１．ご自身について 

３月  日 第  便 

質 問 は 裏 面 に つ づ き ま す 

（参考）アンケート票 
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問１０．今回、このモニターに応募された動機はなんですか（○はひとつ） 

①鉄道や乗り物が好きだから  ②珍しい体験ができるから  ③観光に興味があったから 

④たまたま知ってなんとなく  ⑤その他〔                       〕 

問１１．乗車してみてＤＭＶの一番のメリットはなんだと思いましたか（○はひとつ） 

    ※一緒にお配りしました「ＤＭＶ実証実験パンフレット」も、参考にご覧になってください。 

① 鉄道やバスの乗換が少なくなること  ② 目的地までの所要時間が短縮されること 

③ バスの定時性が向上すること     ④ 鉄道やバスの運行に係る経費が削減されること 

⑤ 特にメリットは感じなかった     ⑥ その他〔                 〕 

問１２．もし、今回の試乗ルートを有料でＤＭＶにいつでも乗れるとしたら、料金はいくら位までなら、

払っても良いと思いますか（○はひとつ） 

①500 円まで ②1,000 円まで ③2,000 円まで ④3,000 円まで ⑤3,000 円以上でも良い 
⑥有料ならば乗りたいとは思わない 

 

３．明知鉄道へのＤＭＶ導入について 

問１３．明知鉄道へのＤＭＶ導入の必要性を感じましたか（○はひとつ） 

① 現在の鉄道車両やバスを置き換えて全面的な導入を期待する 

② 運行時間帯や目的などの条件に応じて導入することを期待する 

③ 現状のままでよい（導入の必要は感じない） 

④ その他 

 

問１４．ＤＭＶを明知鉄道に導入するとしたら、どのような効果を一番に期待しますか（○はひとつ） 

① ＤＭＶが新しい乗り物として明知鉄道のシンボルとなること 

② 観光客を誘致できること 

③ 地域住民にとって公共交通を使った移動がしやすくなること 

④ 地域の公共交通の維持につながること 

⑤ その他 

 

 

４．その他 

問１５．今回の実証実験やＤＭＶに対するご意見・ご感想・ご期待などがございましたらお聞かせください 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました 

明知鉄道ＤＭＶ導入実証実験 事務局 

 

 

 

ご記入が終わりましたら、実証実験スタッフまでお渡しください 
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（５）回答者の個人属性 

・ 男性を中心として、幅広い年代からの参加が得られた。 

・ 明知鉄道沿線（恵那市・中津川市）・岐阜県・愛知県の居住者を中心に、北海道

から広島県までの幅広い地域からの参加を得た。 

・ また、約 4 割のモニターが、利用頻度の多少はあるが、日常から明知鉄道の利

用になんらかの関わりを持っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業 （N=206)

公務員
12.1%

会社員
37.9%

団体職員

5.3%
自営業

6.3%

アルバイト・

パート
4.4%

主婦
7.8%

学生
10.2%

無回答

2.4%

その他
13.6%

年齢 （N=206)

70代以上

6.8%

無回答

0.5%

60代
16.5%

50代
14.1%

40代

18.9%

30代

20.4%

20代

5.8%

10代未満

11.7%

10代

5.3%

性別 （N=206)

無回答
1.9%

男

79.1%

女
18.9%

明知鉄道利用頻度 （N=206)

無回答

1.5%

ほとんど乗らない・
はじめて利用

57.3%

年数回程度
35.0%

週1回以上
1.9% 月数回程度

4.4%

※岐阜県：恵那市・中津川市除く 

※東海：岐阜県・愛知県除く 

居住地 （N=206)

無回答

1.5%

近畿・中国

4.4%

甲信越・東海・北陸

9.2%

北海道・東北・関東

8.3%

愛知県

19.4%

恵那市・中津川市

43.2%

岐阜県

14.1%
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（６）モニターの応募動機 

・ 今回の試乗モニターの応募動機から、ＤＭＶの物珍しさが応募につながったほ

か、鉄道などの乗り物への関心が高い人の注目を集めたことが窺える。 

・ なお、以下の分析においては、ＤＭＶという特殊な車両の乗車体験を目的に参

加している人も多数占めたなかでの結果であることに留意する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モニター応募動機 (N=210)

0 20 40 60 80 100 120

鉄道や乗り物が好きだから

珍しい体験だから

観光に興味があったから

たまたま知ってなんとなく

その他

無回答 ※複数回答あり 
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２．実証運行結果の分析 

以下に、実証運行結果について、試乗モニターアンケート等を踏まえながら項目別

に整理する。 

（１）運行計画 

① 運行状況 

ＤＭＶは線路上では保守用車の位置付けとして運行し、明知鉄道の運行規定に準

じ、定期列車のダイヤの間合いを使用した線路閉鎖工事による運行とした。 

実証運行は所定の計画どおりに実施され、ＤＭＶの運行はもとより、定期列車の

遅延・運休などの影響もなく滞りなく終了した。 

また、道路上においては沿線の路線バス事業者の協力を得て、バス乗務員による

運行とした。３連休、また沿線においてウォーキングイベント等が開催される中で

の実施であったが、運行経路上では目立った渋滞等もなく、ほぼ所定の計画に沿っ

て運行した。 

 

② 踏切動作の状況 

ＤＭＶは踏切の制御に必要な軌道回路構成上の安全性が完全に確立されていない

ため、過去２回の実証運行においては、踏切の制御はＤＭＶ接近に合わせて係員が

手動で操作する方法により実施されてきた。 

しかしながら本実証運行では、すべての踏切に警備員を配置しＤＭＶの接近に合

わせてカラーコーンにより交通を遮断する方法で安全を確保した上で、踏切の動作

自体は通常の営業列車・保守用車の取扱いと同様に軌道回路による自動制御により

実施した。（ただし、１７箇所中１箇所については、軌道回路構成上の技術的な制約

により手動により操作した。） 

その結果、自動制御・手動制御の踏切ともに、試験走行、実証運行ともにＤＭＶ

通過時にはすべて正常に動作したほか、後続の列車の通過に際しても異常は認めら

れなかった。 
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③ ルートに対する評価 

・ 試乗ルートについて、体験ルートは約 1 時間 15 分、観光ルートは 1 時間 45 分

～2 時間 5分の周回コースを設定した。また、線路上の走行時間はいずれのコー

スも約 25 分間であった。特に所要時間が 2 時間を超える観光ルートにおいて、

時間が長すぎると感じられた割合が若干高かったものの、乗車時間の面ではい

ずれのルートについても概ねモニターの期待に沿ったルートが提供できたもの

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ また、全体的な満足度についても、ルートによる評価の違いは目立って見られ

ず、概ね高い評価を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗車時間

19%

10%

9%

72%

70%

67%

4%

9%

4%

5%

11%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

線路上

(N=206)

道路上

(N=206)

全体

(N=206)

短かった ちょうど良かった 長かった 無回答

乗車時間（全体）

13%

9%

4%

9%

66%

69%

67%

67%

3%

2%

9%

4%

18%

20%

21%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体験

(N=94)

観光1

(N=55)

観光2
(N=57)

全体

(N=206)

短かった ちょうど良かった 長かった 無回答

試乗ルート満足度（全体）

33%

38%

35%

35%

48%

45%

56%

50%

9%

5%

4%

6%

11%

11%

5%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体験

(N=94)

観光1

(N=55)

観光2

(N=57)

全体

(N=206)

満足 概ね満足 少し不満 不満 無回答
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・ なお、自由意見においては、鉄道上での走行速度や、モードインターチェンジ

に対する興味に対する意見が比較的多く見られた。 

・ 本実証運行においては夜間試験の結果、最高速度を 40km/h に設定したため、道

路区間の速度よりも遅いことが意見につながったものと考えられる。また、試

乗コースにおいて、モードインターチェンジを車外から見学する機会がなかっ

たため、ＤＭＶの特徴をよりわかりやすく伝える工夫が期待されていたものと

考えられる。 

自由回答における意見 

線路上での走行速度に関するもの １０件 

モードチェンジに対する興味についてのもの １８件 

 

④ 車両の乗り心地 

・ ＤＭＶの乗り心地については、道路上については概ね良い評価を得たが、線路

上においては評価が分かれる結果となった。明知鉄道の実証運行は急勾配や急

曲線のある線形が特徴であり、その影響が乗り心地への評価に影響した可能性

がある。ＤＭＶは主に線路等級の低い地方路線への導入展開が期待されている

なかで、今後鉄道車両を置き換えていく上でのひとつの課題として考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ また、自由意見において、鉄道車両と比較した場合の座席の狭さや、荷物を置

くスペースの少なさ、満席時における圧迫感などを指摘する意見があり、乗り

心地と合わせて旅客の快適性確保は鉄道車両との比較において課題として捉え

られる。 

自由回答における意見 

車内や座席の広さに関するもの ２３件 

線路上での乗り心地に関するもの ２７件 

 

乗り心地

15%

23%

28%

29%

15%

36%

38%

3%

4%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

線路上

(N=206)

道路上

(N=206)

とても良い 思っていたより良い 普通 思っていたより悪い とても悪い 無回答
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（２）ＤＭＶに対する期待・ニーズ 

① ＤＭＶの理解度 

・ 岩村駅前にてＤＭＶの情報展示コーナーを設置したほか、試乗モニターに対し

ては、ＤＭＶの特徴などを記載したパンフレットを配布した。また、車内では

ガイドによりＤＭＶの特徴や沿線の見所などを案内した。 

・ その結果、試乗モニターの９割近くがＤＭＶの理解が進んだとしたほか、車内

ガイドについても高い評価を得ることができ、期待した広報成果が得られたも

のと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ＤＭＶの主な特徴のひとつである鉄道とバスのシームレスな移動については、

多くのモニターがその利便性を実感したことが窺えた。 

・ また、そのほかのメリットと比較しても、利用者の視点からは乗換の負担の緩

和が最もＤＭＶに期待される効果であることが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DMVの理解 （N=206)

よくわかった

52.9%

とてもよくわかった

35.4%

あまりよくわからなかった

6.8%

わからなかった

1.0%
無回答

3.9%

鉄道とバスの乗り換えの解消 （N=206)

無回答

2.4%

不便

1.0%
今までとあまり変わらない

1.9%

とても便利

47.1%便利

47.6%

車内ガイドの説明 （N=206)

無回答
2.4%

なくてもよかった
0.5%

あってよかった
89.8%

どちらでもよかった
7.3%

モニターが感じたDMVのメリット (N=215)

0 20 40 60 80 100 120

乗換の負担の緩和

速達性の向上

定時性の向上

運行経費削減

特にメリットは感じなかった

その他

無回答 ※複数回答あり
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・ なお、過年度に実施したＤＭＶ実証運行による実施結果と比較しても、ほぼ同

様の傾向にあり、ＤＭＶの導入により観光移動の際の乗換の緩和の視点から、

鉄道と周辺観光地との連携を意識したルート設定などが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：南阿蘇鉄道ＤＭＶ実証運行モニターアンケート 

天竜浜名湖鉄道ＤＭＶ実証運行モニターアンケート） 

モニターが感じたDMVのメリット

49%

53%

49%

16%

10%

15%

4%

6%

3%

17%

19%

18%

1%

4%

2%

10%

7%

5%

3%

1%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南阿蘇

(N=77)

天浜

(N=72)

明知

(N=215)

乗換の負担の緩和 速達性の向上 定時性の向上

運行経費削減 特にメリットは感じなかった その他

無回答
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② 実証運行実施線区へのＤＭＶ導入ニーズ 

・ ＤＭＶの本格導入にあたっては、利用者の視点からはＤＭＶや対象線区の特徴

などを踏まえた導入が望まれており、ＤＭＶ導入時には活用方法や利用者のニ

ーズなどを踏まえてケースごとに検討していく姿勢が必要である。 

・ また、その導入効果としては、観光客誘致と地域交通活性化の両面が期待され

ている。また、沿線の居住者においても明知鉄道のシンボルや観光活性化の手

段としての活用に期待する意見が 6割を占めている。 

・ なお、ＤＭＶを地域のシンボルとしての導入に期待する意見も3割程度あるが、

その場合にはＤＭＶが本格的に普及し、「物珍しさ」が薄れた場合でもシンボル

としての効果が継続できるか、話題性の確保がひとつの課題となるものと考え

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由回答における意見 

観光活性化に対する期待 ２８件 

地域交通の活性化に期待 １４件 

今後の実用化に向けた開発に期待 １６件 

地域としての導入支援に期待 ２件 

 

明知鉄道でのDMVの導入効果 （N=213)

観光客誘致
26.8%

明知鉄道のシンボル化
31.9%

地域住民の公共交通利

便性向上
23.5%

地域公共交通の維持

10.8%

その他

1.9%

無回答

5.2%

明知鉄道への導入 （N=209)

無回答
7.7%その他

5.3%

現状のままでよい
5.3%

全面的な導入を期待
20.1%

条件に応じた導入を

期待
61.7%

明知鉄道でのDMV導入効果 （居住地別）

36%

29%

32%

27%

26%

27%

25%

22%

23%

5%

15%

11%

0%

3%

2%

5%

5%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

沿線

(N=91)

地域外

(N=122)

合計

(N=213)

明知鉄道のシンボル化 観光客誘致

地域住民の公共交通利便性向上 地域公共交通の維持

その他 無回答

※沿線：恵那市・中津川市居住者を抽出
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・ 試乗モニターの乗車にあたっては無料としたが、当該のコースに対する料金の

支払い意思額としては、単純に往復する「体験コース」では 500～1,000 円程度、

観光地を周遊する「観光コース」では 1,000～2,000 円程度が利用者のニーズに

沿った料金として考えられる。（明知鉄道の岩村～明智間の片道運賃は 360 円。） 

・ ＤＭＶ運行に係る収益性を向上させるために、利用者に受け入れられやすい付

加価値のあり方についても検討していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ なお、過年度の実証実験における支払意思額と比較した場合、天竜浜名湖鉄道

での実証実験における傾向とはほぼ同様の傾向にあることが示されたが、南阿

蘇鉄道での実証実験結果においては、2,000～3,000 円程度までが許容範囲とし

て示されており、沿線の周遊スポットや立ち寄り箇所等が評価に影響を及ぼし

た可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全体所要時間 主な立ち寄りスポット 途中降車 

南阿蘇鉄道 約 1:05～2:20 白川水源、阿蘇山、道の駅 １～２箇所

天竜浜名湖鉄道 約 0:40～1:00 浜名湖畔、舘山寺 ０～１箇所

明知鉄道 約 1:45～2:05 日本大正村、岩村城趾、道の駅 １箇所 

 

運賃支払い意思額

38%

74%

76%

36%

18%

15%

18%

6%

5%

6%0%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南阿蘇

(N=73)

天浜

(N=72)

明知

(N=206)

1000円まで 2000円まで 3000円まで 3000円以上でも良い 有料ならば乗らない 無回答

運賃支払い意思額

41%

18%

19%

29%

43%

53%

49%

47%

10%

16%

21%

15%

2%

2%

1%

5%

7%

7%

6%

0%

0%

0%

1%

1%

0%

2%

0%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体験

(N=94)

観光1

(N=55)

観光2

(N=57)

全体

(N=206)

500円まで 1000円まで 2000円まで 3000円まで

3000円以上でも良い 有料ならば乗らない 無回答

（資料：南阿蘇鉄道ＤＭＶ実証運行モニターアンケート 

天竜浜名湖鉄道ＤＭＶ実証運行モニターアンケート） 
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・ 参考として、平成 19、20 年度に JR 北海道・釧網本線において実施されたＤＭ

Ｖ試験的営業運行においては、約１時間の周遊コースに対して 1,500 円の料金

が設定されていた。 

・ また、デュアルモードシステムである水陸両用車では、現在はすべて観光目的

で定期運行が実施されているが、料金は 3,000 円程度に設定されている。 

 

場 所 全体所要時間 料金 

JR 北海道試験的営業運行（釧網本線） 約 1:00 \1,500 

水陸両用バス（大阪・大川） 約 1:40 \3,600 

水陸両用バス（栃木県・湯西川ダム） 約 1:20 \3,000 

水陸両用バス（神戸港） 約 1:20 \3,000 
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（３）実証運行による地域への効果 

① 公共交通活性化への効果 

・ 本実証運行において、半数以上の試乗モニターが明知鉄道の乗車は初めてであ

り、鉄道利用や地域への来訪、公共交通に対して関心を持つきっかけになった

ものと考えられる。 

・ また、沿線地域のみならず、愛知県をはじめ北海道や広島県など、遠方からの

来訪があり、ＤＭＶが「特別な乗り物」として集客力を維持していることが窺

えた。将来的にＤＭＶが本格的に展開された際に、この魅力をいかに維持・訴

求していくかが課題となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ なお、試乗モニターの旅行日程としては日帰りが 8 割程度を占め、また試乗前

後の行動についても約半数が特に立ち寄り先はないと回答した。試乗モニター

の応募動機において、「珍しい体験がしたい」「鉄道や乗り物が好き」という回

答が多数を占めたことから示されているとおり、試乗モニターはＤＭＶの乗車

を第一の目的としていたものと考えられるが、今後ＤＭＶを活かして観光面か

らの地域活性化を図っていく上では、ＤＭＶを活かした地域の周回性や滞在の

魅力向上策についても併せて検討していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地までの交通手段 （N=206)

自家用車・

バイク
66.0%

明知鉄道

27.7%

その他
4.4%

無回答

1.9%

旅行日程 （N=206)

1泊2日

7.3%

日帰り

83.5%

2泊3日
2.4%

それ以上

2.4% 無回答

4.4%

明知鉄道利用頻度 （N=206)

無回答

1.5%

ほとんど乗らない・

はじめて利用

57.3%

年数回程度

35.0%

週1回以上

1.9% 月数回程度

4.4%

旅行日程－地元以外 （N=87)

無回答

1.1%

それ以上

4.6%
2泊3日

1.1%

日帰り

75.9%

1泊2日

17.2%
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② 地域活性化への効果 

・ 実証運行の実施にあたっては、各マスコミにおける報道取材に加え、ＤＭＶの

密着取材などの多数の番組や記事に取り上げられた。実証運行は短期間の実施

ではあったが、そのＰＲ効果は大きかったものと思われる。 

・ 実証運行の実施に合わせて、ＤＭＶの発着場所において、明知鉄道の各種グッ

ズ販売のほか、地元商店による物産販売を実施した。期間中 1,300 名程度の来

場者があり、イベントによる地元との連携体制が構築されたものと考えられる。 

・ 同時期に開催されたウォーキングイベントなどの実施にあわせて、イベント会

場への乗り入れを実施するなどして、ＤＭＶや明知鉄道のＰＲに努めた。また

試験走行時においても、試験終了後に産業祭において車両展示を行うなど、本

実証運行を活かした明知鉄道のＰＲに繋げられたものと考えられる。 

 

立ち寄り先 （N=206)

無回答

4.7%
その他

11.8%

恵那峡
2.4%

ない

52.8%明知鉄道

沿線を散策

28.3%

立ち寄り先－地元以外 （N=91)

明知鉄道
沿線を散策

29.7%

ない

46.2%

恵那峡
4.4%

その他

16.5%

無回答

3.3%
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（４）走行環境整備に係る費用 

実証運行にあたって、走行環境整備に対して次の費用が発生している。 

ＤＭＶを運行する上で必要不可欠なモードインターチェンジ及び踏切・分岐器にお

けるＤＭＶタイヤの衝撃緩衝用スロープの整備を行ったほか、ＤＭＶの走行空間を支

障する障害物の撤去や、安全対策を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、過年度に実施した実証運行と共通の整備項目であるモードインターチェンジ

及び踏切・分岐器スロープにおけるコストを比較すると下表のとおりとなる。 

モードインターチェンジについては、モードインターチェンジ本体だけではなく、

ＤＭＶの進入路や側線整備を含めた費用となるので、多少の変動が生じるが、概ね進

入側・進出側の１組で 340 万～390 万程度で設置できることが示された。 

また、スロープ設置については、明知鉄道及び南阿蘇鉄道における実証運行では木

工品を使用し、天竜浜名湖鉄道ではアスファルトで施工した。コスト的にはアスファ

ルトの方が優位にあるが、施工部分に係る軌道保守・維持管理の観点からすると、実

用化の際にはボルトで取り外しも可能な木工品の使用が望ましい形態になるものと考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

その他の線路施設整備については、過年度の実証運行を含めて以下のような整備を

行っている。なお、これらの施設整備、改修については既存の軌道状態によって大き

く異なることに留意する必要がある。 

○ 過年度の実証運行において行った主な施設整備内容 

・レールチョックのタイプレートへの交換 

・橋梁部フックボルトの改修 

・橋梁安全通路の仮設 

・横取り装置の撤去 

整備項目 （千円） 備　考

モードインターチェンジ 進入側 2,200 側線の枕木交換、犬釘撤去等含む

進出側 1,200 防護柵の撤去含む

踏切・分岐器スロープ 4,300 19箇所

その他 3,100 橋梁安全通路仮設

脱線防止ガード改修

横取り装置撤去

（千円）

整備項目 明知 天浜 南阿蘇

モードインターチェンジ 進入側 2,200

進出側 1,200

踏切・分岐器スロープ（１箇所あたり）※ 145 66 226

※明知・南阿蘇では木工品を使用、天浜ではアスファルトで施工

3,400 3,900
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Ⅲ．実証運行結果を踏まえた今後の展望 

実際の営業線においてＤＭＶ車両を調達して運行させる実証運行の取り組みは、南

阿蘇鉄道（平成 19 年度）、天竜浜名湖鉄道（平成 20 年度）、そして本年度の明知鉄道

と、３回に亘って実施されてきた。 

実証運行においては、鉄道区間は一方向の運行、途中駅は全て通過、天候の影響を

受けやすい橋梁やトンネルを避けるルートの設定など、実証運行に係る費用や技術的

な制約を踏まえながら対応しうる範囲での実施となったが、ＤＭＶ運行の物理的な可

能性について、必要となる線路施設整備の内容やモードインターチェンジの設置位置、

資金規模等に一定の知見を得ることができた。 

なお、全国的に第三セクター鉄道などの地方鉄道事業は、利用者減少や施設老朽化

への対応といった経費面から厳しい情勢におかれている箇所が多く、利用活性化及び

経費削減の両面からＤＭＶの活用が期待されているところである。 

そこで、本章では実証実験実施線区における収支構造や経費内訳などを踏まえ、Ｄ

ＭＶをこれらの線区に導入した場合の効果や課題について整理する。 



実証実験を実施した３路線の比較表

営業キロ

輸送密度 （人/日）

通勤 通学 定期外 計 通勤 通学 定期外 計 通勤 通学 定期外 計

輸送人員 （千人/年） 2 111 146 259 284 625 715 1,624 16 247 160 423

0.8% 42.9% 56.4% 100.0% 17.5% 38.5% 44.0% 100.0% 3.8% 58.4% 37.8% 100.0%

輸送人キロ （千人キロ/年） 24 1,122 2,104 3,250 3,180 7,011 9,668 19,859 234 3,042 1,979 5,255

0.7% 34.5% 64.7% 100.0% 16.0% 35.3% 48.7% 100.0% 4.5% 57.9% 37.7% 100.0%

列車キロ （千キロ/年）

線路形態

線区の特徴

実験区間

運行本数

使用車両

乗車定員

事業費 モードインターチェンジ

踏切・分岐器スロープ

線路改修

線路改修の内容

モニター乗車数 公募 招待等 報道 計 計 公募 招待等 報道 計

76 107 12 195 226 146 65 15 226

67.7 km 25.1 km

181 1,163 239

明知鉄道天竜浜名湖鉄道南阿蘇鉄道

単線／非電化 単線／非電化 単線／非電化

503 804 574

17.7 km

・都市部（熊本）から約30kmのところに位置する第三セクター鉄道。

・終端でJR線と接続する盲腸線。

・沿線に白川水源や阿蘇山などの観光資源を抱える。

・輸送人キロベースで定期外利用が2/3を占めている。定期客に
ついては大半が通学利用である。

・都市部（名古屋）から約50kmのところに位置する第三セクター鉄道。

・終端でJR線と接続する盲腸線。

・沿線に日本大正村や岩村城などの観光資源を抱える。

・輸送人キロベースで通学定期客が約6割を占める、通学客の足
を主とする利用形態。

24名

高森～中松 (7.2km) 西気賀～三ヶ日 (7.9km) 岩村～明智 (10.1km)

5便/日（計15便） 4便/日（計12便） 4便/日（計12便）

226千円/箇所

安全対策（橋梁避難通路設置）

JR北海道 DMV901 JR北海道 DMV901 JR北海道 DMV921

3,400千円 3,400千円 3,900千円

20名 20名

3,077千円　（1kmあたり約300千円）

走行空間確保（レールチョック交換、橋梁部フックボルト切断等） 安全対策（橋梁避難通路設置） 走行空間確保（脱線防止ガード改修・横取り装置撤去）

実
証
実
験
線
区
の
特
徴

実
証
実
験
の
概
要

4,900千円　（1kmあたり約680千円） 759千円　（1kmあたり約100千円）

145千円/箇所 66千円/箇所

・都市部（浜松）から約20kmのところに位置する第三セクター鉄道。

・両端でJR線と、中間部で民鉄と接続。

・沿線に浜名湖や天竜川などの観光資源を抱える。

・輸送人キロベースで定期・定期外利用が分け合っており、特に
通勤定期客の足としても活用されている。

（資料：鉄道要覧）
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１．地方第三セクター鉄道へのＤＭＶ導入により期待される効果 

１－１．鉄道営業経費削減に期待される効果 

下図に、過去３ヶ年においてＤＭＶ実証実験を実施した線区の収支状況を示す。い

ずれの鉄道事業者も赤字を計上しており、厳しい経営情勢にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの線区及び全国の第三セクター鉄道（電化路線やＪＲ特急の短絡線など特殊

な位置付けにある路線を除く）の営業費の内訳を示すと下図のとおりであり、各種経

費と人件費が概ね分け合う構成となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道営業費の構成

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南阿蘇鉄道

天竜浜名湖鉄道

明知鉄道

三セク平均

各種経費 人件費

（資料：平成 19年度鉄道統計年報）

※諸税・減価償却費は含まず 

※三セク平均：全国の第三セクター鉄道のうち、電化路線及び JR特急の通過短絡線的な位置付けを

含む路線（北越急行・伊勢鉄道など）を除いた 28社 

※集計の対象とした第三セクター鉄道：三陸鉄道、会津鉄道、秋田内陸縦貫鉄道、由利高原鉄道、

山形鉄道、いすみ鉄道、鹿島臨海鉄道、真岡鐵道、わたらせ渓谷鉄道、長良川鉄道、天竜浜名

湖鉄道、明知鉄道、のと鉄道、樽見鉄道、北条鉄道、三木鉄道、信楽高原鉄道、北近畿タンゴ

鉄道、錦川鉄道、若桜鉄道、井原鉄道、土佐くろしお鉄道、阿佐海岸鉄道、甘木鉄道、南阿蘇

鉄道、松浦鉄道、くま川鉄道、平成筑豊鉄道 

実証実験実施線区の収支状況

-800,000

-600,000

-400,000

-200,000

0

200,000

400,000

600,000

南阿蘇鉄道 天竜浜名湖鉄道 明知鉄道

（
千

円
）

諸税等

人件費

経費

営業収入

収支

（資料：平成 19年度鉄道統計年報）
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このうち、営業経費について、諸税及び減価償却費を除く内訳は下図に示すとおり

であり、いずれの鉄道事業者においても線路保存費及び車両保存費、運転費が全体の

６割以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、それぞれの費目は主に次のような経費を指す。 

① 線路保存費：線路、トンネル、橋りょう、踏切などの維持・補修に要する経費 

② 車両保存費：列車運行に要する車両の検査・修繕費 

③ 運転費：列車の運行に係る燃料費等 

鉄道事業上の主要な割合を占めるこれらの経費を圧縮することができれば、経費削

減による経営収支改善効果が期待できるものと考えられる。 

ＤＭＶはマイクロバスがベースの車両であるため、軽量、低価格、低燃費という特

徴があることを踏まえて、ここに挙げた３つの費目に対して期待される効果について

整理する。 

 

 ＤＭＶ 従来の気動車 

車両重量 ６．４ｔ ２６．６ｔ 

車両価格 約２，０００万円 約１２，０００万円 

燃費 ７．５km/l １．４km/l 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道営業経費の費目構成

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南阿蘇鉄道

天竜浜名湖鉄道

明知鉄道

三セク平均

線路保存費 電路保存費 車両保存費 運転費 運輸費

保守管理費 輸送管理費 一般管理費 その他経費

（資料：平成 19年度鉄道統計年報）

※諸税・減価償却費は含まず 

※三セク平均：全国の第三セクター鉄道のうち、電化路線及び JR特急の通過短絡線的な位置付けを

含む路線（北越急行・伊勢鉄道など）を除いた 28社 

※車両重量：明知鉄道アケチ 10形の諸元による。 

※燃費は JR北海道の試算値である。（従来の気動車の燃費は JRキハ 40系の諸元） 

※従来の気動車の数値は一例であり、車両のスペックにより差異がある。

（明知鉄道 アケチ 10形））
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① 線路保存費 

線路保存費の作業項目のひとつとして線路保守工事があり、軌道狂いの補正、レ

ール交換、バラストの突き堅め・交換、枕木交換などの作業項目がある。 

これらの線路保守に関する項目については、線路を通過する車両重量や列車キロ

に大きく左右される項目と考えられ、ＤＭＶのように大幅に軽量な車両を使用する

ことにより、線路保守に関する費用の一定の削減効果が期待できるものと考えられ

る。 

なお、線路保存費には線路保守に係るもののほか、橋梁やトンネル等の修繕など、

運転する列車の種類の如何に関わらず経年劣化等に対して必要となる修繕もあり、

車両の重量等に比例して経費削減が図れるものではないため、定量的な削減効果に

ついては今後の検証が必要である。 

 

② 車両保存費 

車両保存費は、車両の日常的な修繕や、全般検査等定期的な検査・部品交換等へ

の対応により発生する費用である。 

マイクロバスベースの車両とすることで、自動車汎用品や自動車整備ノウハウの

活用などを図り、検査費用や修繕費用などの圧縮を図ることができることが期待さ

れる。 

なお、現時点においてＤＭＶの鉄道車両としての検査基準等が明確にされていな

いことから、定量的な削減効果については今後の検証が必要である。 

 

③ 運転費 

運転費は、車両の運行に係る燃料費などに係る費用である。 

鉄道車両に比べてＤＭＶはおよそ５倍の燃費改善が見込まれており、消費燃料の

削減による経費の圧縮が期待される。 
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１－２．鉄道営業収入に期待される効果 

ＤＭＶの実証運行においては、各年度とも試乗モニターを公募により募集した。

その結果、応募倍率は南阿蘇鉄道では約５倍（デュアルモードの導入促進に関する

調査業務報告書（平成 20年 3 月／国土交通省総合政策局））、明知鉄道では約１１倍

となるなど、全国的な関心を集めた。 

また、実証運行期間中における鉄道営業収入の効果として、試乗モニターのほか

見学者の来訪等の副次的な効果も含めて、天竜浜名湖鉄道では４割増を記録（地域

公共交通に関する新技術・システムの導入促進に関する調査業務報告書（平成 21

年 3 月／国土交通省総合政策局））などの効果が得られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、デュアルモードシステムのひとつである「水陸両用バス」については、平

成１９年度から栃木県湯西川ダムにおいて実証運行を開始したところ、発着地の道

の駅の売上や、接続駅の利用者、地域の宿泊者の増加などの効果が確認された。当

該地域での水陸両用バスについては、その後路線営業（商業運行）に切り替えて事

業が継続されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天竜浜名湖鉄道での実証実験期間中における収入比較 

（資料：地域公共交通に関する新技術・システムの導入促進に関する調査業務報告書）

（H21.3／国土交通省総合政策局）

（資料：デュアルモードの導入促進に関する調査業務報告書（H20.3／国土交通省総合政策局））

水陸両用バス発着場所に近接する鉄道駅の乗降者数の推移 
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ＤＭＶを観光交通として活用した場合は、Ⅱ章２．（２）②に示したように、Ｄ

ＭＶそのものにも運賃設定による増収効果が期待できるほか、Ⅰ章１１．で示し

たように見学者等による物販効果が見られている。観光の手段として新たな交通

システムを導入することは、鉄道事業者の直接的な収支改善といった視点だけで

はなく、人的交流の活発化による地域活性化の効果も期待できることから、観光

交通として導入を検討するにあたっては、地域の観光施策との整合性や、各関係

者との連携のもと、地域の魅力を引き出し、継続的に利用者を集客するための方

策を総合的に検討していくことが望ましいものと考えられる。 
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２．ＤＭＶ導入に向けた課題 

２－１．運行体制上の課題 

１．に示した期待される効果については、既存の鉄道車両をＤＭＶに置き換えて運

行することが前提となる。 

しかしながら、ＤＭＶと鉄道車両の輸送計画上の大きな差異として、定員の違いが

挙げられる。 

 ＤＭＶ 鉄道車両 

定員 １９～２８名 約１００名（座席約５０席） 

 

さらに、例えば、明知鉄道の列車は基本的には１両編成で運転されるが、６両の車

両を保有しており、登下校の時間帯に合わせて２両編成で運行したり、イベント等の

波動輸送時には３両編成による運行を実施するなど、車両の容量の大きさを活かして

需要に応じた柔軟な対応を行っている。 

また、そのほかの鉄道事業者の券種別の輸送状況内訳をみても、通学定期が輸送人

キロベースで５割近くを占めており、通学輸送が主要な位置付けを占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通学輸送においては、特定の時間帯に通学生を集中して輸送する必要があるほか、

その他の鉄道事業者においても通学時間帯や団体・イベント輸送時に複数両連結した

り、定員を超過して輸送するなどの対応を行うケースも多い。 

これらの状況を考えると、既存の路線においてすべての鉄道車両をＤＭＶ車両に置

き換えることは積み残しなどの発生につながり、ひいてはサービス低下による鉄道利

用者の逸走に結びつくことも考えられる。 

また、鉄道車両とＤＭＶの双方を保有することは、複数の車両形式の保守が発生す

ることによる煩雑化による車両保存費の上昇につながる恐れがあるなどのデメリット

があり、時間帯別の輸送目的や利用状況、事前予約制の導入などを踏まえた輸送計画

のもとで、導入効果等を検討していく必要がある。 

輸送人員の構成

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南阿蘇鉄道

天竜浜名湖鉄道

明知鉄道

三セク計

通勤 通学 定期外

輸送人キロの構成

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南阿蘇鉄道

天竜浜名湖鉄道

明知鉄道

三セク計

通勤 通学 定期外

（資料：平成 19年度鉄道統計年報）

※三セク計：全国の第三セクター鉄道のうち、電化路線及び JR特急の通過短絡線的な位置付けを含む路線（北越急行・

伊勢鉄道など）を除いた 28社 
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２－２．事業体制上の課題 

① 鉄道事業者・バス事業者の連携 

ＤＭＶの運行にあたっては鉄道運転士のほか、道路区間ではバス運転士を確保す

ることが必要であり、実証運行では過年度も含めて、鉄道事業者に加えて沿線を運

行しているバス事業者の協力も得ながら実施されている。 

また、実証運行における走行環境整備に係る施設整備は、調査の一環として基本

的には行政側の負担により実施しており、事業者の負担は発生していない。 

そのほか、道路区間を含む運行計画、各種広報関係、モニター募集、イベント運

営などにあたっては、行政、交通事業者、公安委員会、観光関係者等で組織される

協議会を設置して実施している。 

このように実証運行の実施にあたっては、鉄道事業者をはじめとする交通事業者

の全面的な協力のもと、各種関係者が協働して実験実施に取り組む体制が構築され

てきたことが、成功につながったものと考えられる。 

しかし、営業運行を想定すると、ＤＭＶは鉄道とバスという異なる輸送機関を跨

ることになるが、多くの場合、地域の鉄道とバスは異なる事業者が運営している。

さらに路線によっては鉄道事業者とバス事業者が競合関係にある場合もあり、ＤＭ

Ｖ運行を事業として展開していく上では各社の経営判断や事業戦略上の観点から事

業者間の連携が難航することも考えられる。また、連携が図られたと仮定しても、

運行管理や施設管理等における業務分担、運賃精算のあり方など、事業スキームの

構築が課題となる。 

 

② 運行体制（運行要員）の課題 

その中で、特に運行要員が走行区間によって異なる資格を保有する必要があるこ

とがＤＭＶの特徴である。 

過年度の事例を含めて、これまでの実証運行ではＤＭＶは軌道上は工事用車両、

道路上は自家用車両との位置付けで運行した。これらの運行に際し、法制度的には

運転者が必要とされる資格として、軌道上は鉄道事業者の内規に沿う者、道路上は

第一種中型自動車免許を保有している者であれば運転が可能であったが、定期列車

営業運行時間帯の走行であることや、一般の試乗モニターを乗車させての運行であ

ることから、運行の安全性確保の観点から、いずれのケースも軌道上は鉄道運転士

（甲種内燃車運転免許保有）、道路上はバス運転士（大型自動車第二種免許保有）が

それぞれ担当した。 

なお、ＪＲ北海道において実施された試験的営業運行においては、実証運行と同

様に軌道上は鉄道運転士、道路上はバス運転士がそれぞれ乗務している。 

今後、ＤＭＶの営業運行を実施する場合には、鉄道線路上の運行にあたっては他

の鉄道車両の運転と同様に鉄道営業法、道路上の運行にあたっては他の路線バスや

観光バスの運転と同様に道路交通法の考え方に準じるものと考えられる。 
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 鉄道区間 道路区間 

実証運行時に担当した運転士 

及びその保有資格 
鉄道事業者の運転士 バス事業者の運転士 

営業運行時に必要と考えられる資格 甲種内燃車運転免許 大型自動車第二種免許 

 

しかしながら、今後本格運行を考えていく上で、運転士２名体制での運行を継続

していくことは、要員管理や輸送力確保、乗務員交代に掛かる煩雑さなどの課題が

ある。 

一方、１名での運行体制を実施するためには、鉄道区間・道路区間に跨って同じ

運転士が運行することになるため、その事業体制が課題となる。 

 

 
１名体制 

２名体制 

（２名の運転士がそれぞれ鉄道・道路を運転） 

想
定 

形
態 

運転士が鉄道・道路ともに運転する 

（車内の乗務員は常時１名） 

モードインターチェンジに乗務員拠

点を配置し、乗務員の乗換を行う 

（車内の乗務員は常時１名） 

２名の運転士が同乗し、モードイン

ターチェンジにて車内交代を行う 

（車内の乗務員は常時２名） 

デ
メ
リ
ッ
ト 

・２つの資格を保有する乗務員はＤ

ＭＶ専属の運行要員となる可能性

がある 

・モードチェンジ部に乗務員交代拠

点を設置する必要がある 

・乗務員拠点の設置により、乗務員

管理が煩雑になる。自由な運行設

定の障害になる恐れがある。 

・片方の運転士が運行を担当しない

区間も同乗する必要があり、要員

人件費が嵩む 

・ＤＭＶの旅客定員が減員となる 

メ
リ
ッ
ト 

・モードチェンジ時の乗務員交代が

不要になる 

・１名で運行可能なため、要員人件

費削減や乗務員管理の軽減が期待

できる 

・モードチェンジの設定（運行ルー

ト）の自由度が増す 

・既存の鉄道事業者・バス事業者の要員を活用できる（ただし、ＤＭＶの運

行によって新規に要員が必要になる場合がある） 

考
え
ら
れ
る

所
属 

同一の事業者に所属 

担当区間に応じて鉄道事業者・バス事業者にそれぞれ所属 

鉄道運転士：鉄道事業者 

バス運転士：バス事業者 
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③ 考えられる事業スキーム 

これらを踏まえながら、今後鉄道事業とバス事業を跨いでＤＭＶを運行する場合に、

既存の交通事業者と運行体制などを考慮して考えられる事業スキームとして、以下の

３ケースを想定した。 

・鉄道事業者とバス事業者がそれぞれの区間に応じて運行するケース 

・鉄道事業者が運行主体となるケース 

・ＤＭＶの運行協議会を設立するケース 

これらについて、その考え方を整理する。 

 

ア）鉄道事業者とバス事業者がそれぞれの区間に応じて運行するケース 

実証運行における実施体制に近いイメージであり、ＤＭＶ車両を鉄道事業者また

はバス事業者が保有した上で、鉄道区間は鉄道事業者が、道路区間はバス事業者が

運行するケースである。 

それぞれの業務範囲に応じて運行を分担する考え方であり、事業スキームとして

は単純ではあるが、鉄道区間と道路区間の境界において乗務員を交替する必要が生

じ、ＤＭＶの運行ルート（モードインターチェンジ設置箇所）に応じた運行体制の

構築が必要である。 

また、鉄道車両整備には特殊な技術が求められることから、本ケースでは車両保

有者を鉄道事業者と設定したが、鉄道区間と道路区間で事業者が異なるため、車両

の維持管理責任・費用分担等についての調整が必要と考えられる。 

さらに利用者の視点からは、運賃等についてはそれぞれの事業者の運賃体系が合

算されることが基本的な考え方となる可能性があるなど、事業者間の連携を図るこ

とが求められるものと考えられる。 

 

 鉄道区間 道路区間 

運行主体 鉄道事業者 バス事業者 

乗務員 鉄道事業者 バス事業者 

運賃収入 鉄道事業者 バス事業者 

車両保有 鉄道事業者またはバス事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス事業者 

鉄道事業者 

利用者 

鉄道区間運賃収入 車両維持管理 

鉄道区間運行 

車両使用料支払い

道路区間運行 
道路区間運賃収入 

道路区間での車両貸出 
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なお、乗務員の交替を避けるための方策として、鉄道事業者において現在の運転

士の一部に大型二種免許を取得させることなどによりＤＭＶの専属乗務員を養成し

た上で、道路区間はバス事業者が当該の乗務員を借り入れる形で（バス事業者の乗

務員として）担当するということが考えられる。 

なお、この場合、ＤＭＶの乗務員は一行路あたりの乗務時間が長時間に及ぶこと

になり、地方の第三セクター鉄道においては運転士等の要員について余裕のある運

用を行っている事業者は少ないものと考えられることから、労務管理上、新たな乗

務員の雇用などが必要になる可能性もある。しかし新規に運転士を養成するために

も多額の費用が掛かることから、ＤＭＶに乗務しバス区間の運転に乗り出す専属運

転士の養成については、事業上の課題も考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道事業者 バス事業者 
運行事業者 

乗務員 
鉄道事業者の乗務員 鉄道事業者の乗務員 

鉄道事業者の乗務員に

乗務委託 

道路区間はバス事業者の乗務員として従事 

乗務員が通しで運転する場合のイメージ図 
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イ）鉄道事業者が運行主体となるケース 

次に、乗務員の交替を解消するケースとして、道路区間も含めて鉄道事業者が一

元的に運行するケースを考える。 

このケースはＤＭＶの運行や車両保有等について、鉄道事業者が一体的に運営す

る事業スキームであり、鉄道の運転士が大型自動車第二種免許を併せて保有するこ

とにより、鉄道から道路に直接乗り入れて運転することが可能となる。 

しかしながら事業化にあたって、ＤＭＶを道路運行するためには鉄道事業者が新

たにバス事業免許を取得する必要があり、バス管理部門の設立などの事業拡大を図

る必要がある。また、既存のバス事業者と競合することが考えられ、地域における

公共交通事業者の役割分担・連携という観点からも課題があるケースである。 

ただし、本ケースは運行対象地域で鉄道事業者が既にバス事業も並行して展開し

ているようなケースであれば比較的可能性があるものと考えられる。（ただし、実証

運行を実施したような第三セクター鉄道事業者においては、バス事業に参入してい

る事例はみられない。） 

なお、デュアルモードシステムの一種である水陸両用バスにおいては、道路上も

航路上も単一の事業者が運行を担っており、小型船舶操縦士と大型二種免許その双

方を保有する乗務員が運転を担う事業スキームを構築している。 

 

 

 鉄道区間 道路区間 

運行主体 鉄道事業者 

乗務員 鉄道事業者 

運賃収入 鉄道事業者 

車両保有 鉄道事業者 
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ウ）ＤＭＶの運行協議会を設立するケース 

さらに第３のケースとして、事業者間の調整などをスムーズにするため、既存の

鉄道事業者やバス事業者等の参画によるＤＭＶ運行協議会の設立といったスキーム

も考えられる。 

このケースのメリットとして次のようなことが考えられる。 

・ ＤＭＶ運行にあたっては、ＤＭＶ車両の新規購入や保有・維持管理等を鉄道事

象者・バス事業者のどちらで負担するかなどといった車両に係る調整が必要と

なる可能性があるが、協議会が保有・管理することにより分担が明確になる。 

・ 運行協議会には交通事業者の他行政や観光関係者などの参画を求めることによ

り、地域との連携促進効果が期待される。 

 

 鉄道区間 道路区間 

運行主体 鉄道事業者 バス事業者 

乗務員 鉄道事業者 バス事業者 

運賃収入 運行協議会 

車両保有 運行協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、上図に示したスキームでは運行は各事業者が担当することになるため、鉄

道区間と道路区間の間で乗務員の交替は発生する。交替を解消するためには協議会

が独自にＤＭＶを運行する必要があるが、そのためには協議会が第二種鉄道事業や

バス事業の免許を取得する必要があり、実現までの課題が大きいものと考えられる。 

 

 

 

 

バス事業者 鉄道事業者 

車両保守委託 

運行委託費支払 

線路使用料支払 

鉄道事業者・バス事業者・観光関係者等による構成

ＤＭＶ運行協議会 

利用者 
運賃収入 

車両保有 

運行委託費支払 

※本事業分担表はひとつの考え方であり、運賃収入や車両保守の分担などは他の考え方もありうる
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３．まとめ 

３ヶ年の実証運行を通じて、ＤＭＶに対する社会的な関心度や期待される効果など

の基本的な事項の把握をはじめ、ＤＭＶ運行する際に想定されうるルート、活用方法、

運行環境整備に係る費用等の目途については概ねの知見を得た。 

しかし、実証運行での運行形態は、本格導入の際に想定される公共交通としての運

行形態とは以下の点で異なることに留意する必要がある。 

 

・いずれも数日間の限られた期間での運行であった。 

・短期間での実験であることや、実証運行経費面から最低限の施設整備に留めて運

行環境を整備した。そのため、恒常的に運行するためには運行管理機器や安全対

策機器等の対応が別途必要である。 

・鉄道運行区間の設定にあたっては、モードインターチェンジ設置にあたって既存

の側線などの施設が活用できる箇所や、比較的長距離のトンネルや橋梁などを避

けてＤＭＶを安全に運行することができる区間を抽出するなど、一定の制約のな

かでの選定となった。そのため、鉄道とバスの連携が期待できる市街地中心部で

の運行など、ＤＭＶの活用が期待される多様なケースに応じた運行が充分にでき

なかった面もある。 

・鉄道区間では途中駅をすべて通過して運行するなど、中間駅での鉄道利用者への

対応をクリアしていない。 

・試乗モニターの乗車はすべて事前応募制で募集し、かつ無償での乗車とした。ま

た、運行体制についても交通事業者の全面的な協力のもとで実施したことから、

事業性の面からは評価が困難な部分がある。 

・試乗モニターに対しては、ＤＭＶの体験を通じて評価を求めることに主眼を置い

たため、同じ箇所で乗降を行う観光バスと同様の形式となった。 

 

そこで、今後ＤＭＶの導入を検討していく上では、１．や２．で示したように、既

存の鉄道路線へのＤＭＶ導入に係る輸送計画上の課題、ＤＭＶ導入に際しての経済的

な効果や、導入地域における既存の公共交通の運行状況を踏まえた事業スキームの検

討など、ＤＭＶ運行を想定する箇所の状況に応じて、より事業上の課題に対する検討

を具体化・深度化した取り組みが求められるものと考えられる。 

その上で、一定期間継続した実証運行を行い、より本格導入に近い運行形態・事業

スキームのもとで実証運行を行い、効果や課題について検証していくことが望ましい

と考えられる。 

 

 


